
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

味の素株式会社（社長：西井孝明 本社：東京都中央区）は、８月２９日、連結子会社である味の素     

オムニケム社（代表者：ピーター・スタイク 本社：ベルギー王国 ウェッテレン、以下ＡＯＣ社）を     

通じて、インドのグラニュールズ社（会長兼社長：クリシュナ・プラサード・チグルパティ 本社：インド   

ハイデラバード州 以下ＧＩＬ社）とＡＯＣ社の合弁会社であるグラニュールズ・オムニケム社（代表者：  

Ｋ.Ｖ.Ｖ.ラジュ 本社：インド アンドラプラデシュ州、以下ＧＯＣ社）の株式５０％を取得することに  

合意しました。これにより当社グループのＧＯＣ社保有株式は１００％となります。ＧＯＣ社は当社グループ

が「味の素バイオ・ファーマ サービス（Ajinomoto Bio-Pharma Services）」として運営するＣＤＭＯ  

（Contract Development & Manufacturing Organization：開発・製造受託会社）事業において、重要な    

位置づけを占める低分子医薬の原薬および中間体の製造拠点です。独資化することにより、当社グループの 

バイオ医薬品開発・製造受託のグローバル体制をさらに強化します。 
 

ＣＤＭＯのグローバル市場の規模は約１,０８０億米ドル（約１２兆円）で、近年、製薬会社において    

製造の外部化は増加傾向にあり、２０１６年から２０２０年まで年率８％と高い水準の伸長が見込まれて  

います（当社推計）。バイオ医薬ＣＤＭＯのグローバル市場において、低分子医薬の原薬製造サービス事業は

全体の７０％以上を占める最大のセグメントです。味の素バイオ・ファーマ サービスは低分子・高分子の  

ＡＰＩ(Active Pharmaceutical Ingredients：医薬品原薬）や中間体の幅広い開発およびｃＧＭＰ※に準拠  

した製造サービス、無菌注射剤充填サービス等を提供しています。 

※ｃＧＭＰ：current Good Manufacturing Practice（医薬品等の製造管理および品質管理の基準）の略。米国ＦＤＡ（Food and Drug 

Administration：米国食品医薬品局）の医薬品等の製造、試験に適用される品質管理システム。 

 

ＧＯＣ社は味の素バイオ・ファーマ サービスのｃＧＭＰに基づいて設計され、２０１４年の稼働開始   

以来、この基準を満たす品質を保持するとともに、薬機法に対応するシステムによって運営されています。 

ＧＯＣ社の株式１００％取得により、当社グループは味の素バイオ・ファーマ サービスとして提供する   

高品質の原薬製造サービスのグローバル市場における事業拡大および顧客ニーズへのより柔軟な対応を  

目指します。 

味の素バイオ・ファーマ サービス事業は２０１４年度以降、市場の伸長率を上回る成長を遂げています。

今後さらに拡大が期待されるグローバル市場において、原薬供給を通じてヘルスケア領域における生活者の

健康な生活に貢献し続けます。 

なお、本件が２０１９年度業績に与える影響は軽微です。 
 

★１米ドル＝１０８．６４円（２０１９年７月末レート） 
 

 参 考  

■味の素オムニケム社の概要 

（１）英文会社名：S.A. Ajinomoto OmniChem N.V. 

（２）所 在 地：ベルギー王国 ウェッテレン 

（３）設 立 時 期：１７７８年（１９８９年より味の素グループ) 

（４）代 表 者：専務取締役 ピーター・スタイク（Peter Stuyck） 

（５）従 業 員 数：７９９名（２０１９年７月現在） 

（６）事 業 内 容：医薬中間体、原薬の製造・販売 

（７）資 本 金：約２,１００万ユーロ（約２３億円） 

（８）株 主 構 成：味の素㈱ １００％ 

２０１９年８月３０日 

味の素グループ、バイオ医薬品開発・製造受託のグローバル体制を強化 

～インドの合弁会社グラニュールズ・オムニケム社を独資化～ 



 

■グラニュールズ・オムニケム社の概要 

（１）英文会社名：Granules OmniChem Private Ltd. 

（２）所 在 地：インド アンドラプラデシュ州 ビシャカパトナム 

（３）設 立 時 期：２０１１年 

（４）代 表 者：ＣＥＯ Ｋ.Ｖ.Ｖ．ラジュ 

（５）従 業 員 数：約２４０名（２０１９年７月現在） 

（６）事 業 内 容：原薬、医薬品の製造 

（７）資 本 金：８５７百万インド・ルピー（約１３億円） 

（８）株 主 構 成：味の素オムニケム社 ５０％、グラニュールズ社 ５０％ 
 

■株式取得後の株主構成 

（１）株 主 構 成：味の素オムニケム社 １００％ 

（２）株式取得日：未定（インド当局承認後） 

 

 

味の素グループは、食とアミノ酸の分野で、先端バイオ・ファイン技術が先導する、確かなグローバル・スペシャリティ       

カンパニーを目指しています。 

私たちは、“Eat Well, Live Well.”をコーポレートメッセージに、アミノ酸が持つ可能性を科学的に追求することで、事業を     

通じて世界中の人々のウエルネスに貢献し、地域や社会とともに価値を創出することで、さらなる成長を実現してまいります。 

味の素グループの2018年度の売上高は１兆1,274億円。世界35の国・地域を拠点に置き、商品を販売している国・地域は      

130以上にのぼります（2019年現在）。詳しくは、www.ajinomoto.comをご覧ください。 

https://www.ajinomoto.com/jp/

